
Ⅱ 安心して暮らせるしまね
１．安全対策の推進

(単位:千円)

NO 分類 事 業 名 予 算 額 概 要 部局名

48 災害関連公共事業調 150,000 ○災害復旧・災害関連事業を円滑に推進す 農林水産部

査費 るために必要な調査、設計費を拡充 土 木 部

（H22年度からの拡充額 85,000）

49 道路除雪対策事業 1,075,000 ○大雪に備えた道路の除雪費や除雪体制を 土 木 部

充実するための除雪車輌の購入費を拡充 [道路維持課]

（H22年度からの拡充額 652,520）

予算額 （拡充額）

・除雪費 700,000（356,000）

・車 輌 375,000（296,520）

※車輌増数４０台

50 新規 風雪害等による農業 300,000 ○風雪害等に備えた農業施設等の復旧に対 農林水産部

施設等復旧対策事業 する助成枠を措置 [農畜産振興課]

51 高病原性鳥インフル 80,000 ○高病原性鳥インフルエンザ発生の未然防 農林水産部

エンザ防疫対策緊急 止を図るため、養鶏農家等の緊急的な資 [食料安全推進課]

支援事業 材整備への支援

［整備内容］

防鳥ネット、動力噴霧機等の防疫機器

［補助率］

・1OO羽以上の農家：国1/2、県1/3、

農家1/6

・100羽未満の飼養者：

県5/6、飼養者1/6

※H22.2月補正予算で10,000千円を計上

52 新規 家畜疾病危機管理対 200,000 ○高病原性鳥インフルエンザ、口蹄疫及び 農林水産部

策事業 ＢＳＥの家畜疾病発生に備えた初動防疫 [農畜産振興課]

活動や農家への損失補償経費 [食料安全推進課]

①初動防疫経費

・消毒資材、焼埋却経費など

②農家への損失補償費

・殺処分や移動制限に伴う損失補償



(単位:千円)

NO 分類 事 業 名 予 算 額 概 要 部局名

53 新型インフルエンザ 200,000 ○新型インフルエンザ等の感染症発生初期 健康福祉部

等の初動対策事業 に適切に対処するための体制整備 [薬事衛生課]

①初動対応体制の確保【新規】

・発熱相談センターの設置、ウィルス検

査及び感染拡大防止対策経費

②空床確保

・県の要請により重症患者等の受入のた

めに空床を確保した医療機関を支援

54 新規 警察署移転改築事業 238,806 ○狭隘化、機能低下が著しい江津警察署の 警察本部

移転改築

・総事業費：約13億円

・H23：用地取得、実施設計

H24～25：建設工事

H25：新庁舎へ移転

H26：現庁舎解体工事

・庁舎整備にあたっては県産材や石州瓦

を活用

55 新規 駐在所ネットワーク 36,859 ○高度なセキュリティ対策を講じた携帯電 警察本部

整備事業 話回線により県下全駐在所をネットワー

ク化

・事件発生時における迅速・確実な情報

伝達

・現場写真等の情報をリアルタイムに送

信、情報共有

・システムによる拾得物及び盗品の管

理、照会

56 防災ヘリコプター更 1,775,204 ○Ｈ６年４月から運行している防災ヘリコ 総 務 部

新事業 プター「はくちょう」の機体等の更新 [消防防災課]

Ｈ２３：製造

Ｈ２４：運行開始



(単位:千円)

NO 分類 事 業 名 予 算 額 概 要 部局名

57 安全で美味しい島根 13,892 ○県独自の基準に基づく認証制度を運用 農林水産部

県産品認証事業 し、安全で高品質な農林水産品の普及を [食料安全推進課]

促進

Ｈ２２認証件数（１２月まで）１４件

・認証審査、指導員資質向上対策

・認証制度の普及啓発

58 経財 防犯環境づくり交付 28,000 ○通学路など防犯灯の設置が必要な箇所 環境生活部

対策 金事業 で、自治会のエリア外など自治会では対 [環境生活総

応が困難なもの等について、市町村が新 務課]

たに設置する場合に設置経費を助成

[補 助 率]防犯灯設置に係る市町村の

実負担額の１／２

[事 業 期 間]Ｈ２１～２３

[整 備 数]Ｈ２３年度１，１３２灯

（期間累計２，８１０灯）

59 経済 消費者行政活性化基 55,644 ○消費者相談体制の強化、消費者被害の防 環境生活部

対策 金事業 止等に向けた取組を強化（国基金事業） [環境生活総

①県実施事業 務課]

・多重債務対策特別相談の開催

・消費者教育、普及啓発、相談員研修

など

②市町村事業（市町村への補助金）

・市町村の消費者相談専用窓口の機能強

化のための事業 など


